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Ａ
　
　
　
佃
　
一
郎

　
自
分
　
　
　
　
伸
子

　
父
　
　
　
佐
々
省
三
　
　
　
母
　
　
多
計
代

　
岩
本
　
　
中
西
ち
ゑ
子
　
　
弟
　
　
和
一
郎

　
南
　
　
　
高
崎
直
子
　
　
　
弟
　
　
保

　
和
田
　
　
安
川
た
だ
／
咲
子
　
　
妹
　
　
つ
や
子

　
吉
田
　
　
名
取

　
星
野
　
　
山
内

　
ウ
ェ
ル
ス
　
　
ロ
ビ
ン
ソ
ン

　
原
田
　
　
伊
東

　
野
中
夫
人
　
　
関
夫
人

○
ミ
ス
　
コ
ウ
ル
フ
ィ
ル
ド
　
　
ミ
ス
　
プ
ラ
ッ
ト

○
ミ
ス
　
ダ
ニ
エ
ル
　
　
　
　
　
ベ
ー
デ
ル

　
ミ
ス
　
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
　
　
ヘ
ネ
カ
ア
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ミ
ス
　
ハ
ザ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
　
　
ミ
セ
ス
　
パ
ア
キ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│

　
鶴
見
　
　
杉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー

　
後
藤
　
　
田
中

　
坂
本
　
　
深
井

　
井
口
　
　
牧
田
　
　
　
↓
み
の
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→

　
建
築
家
夫
婦
　
　
横
尾
┼
河
原

　
一
宮
夫
人
　
　
　
樋
口
┘

　
美
術
家
　
　
上
原

　
石
原
　
　
堤

　
西
　
　
　
津
田

　
本
田
　
　
南
波

　
　
　
（
一
）
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一
　
学
生
倶
楽
部

　
二
　
ア
ー
ミ
ス
テ
ィ
ス
　
　
　
　15

　
三
　
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
ク
ラ
ブ

　
四
　
第
三
木
曜
会
　
　
　
　
　
　30

　
五
　
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　15

　
六
　
父
上
の
病
気
　
　
　
　
　
　15

　
七
　
自
分
の
病
気
　
　
　
　
　
┐

　
八
　
病
院
生
活
　
　
　
　
　
　
┘20

　
　
　
（
二
）

　
一
　
ホ
ィ
テ
ィ
ア
　
ホ
ー
ル
入
り

　
二
　
ミ
ス
　
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド

　
三
　
教
室
、
図
書
館
、
大
村
の
研
究
室
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四
　B

'w
ay 

タ
バ
ナ
ク
ル

　
五
　
杉
、
ハ
ザ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ

　
六
　
外
国
人
を
集
め
る
会

　
七
　
名
取
、
山
内
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
等
、
あ
の international day 

の
忘
ら
れ
ぬ
日
曜

　
八
　
春

　
九
　
郊
外
　
メ
ゾ
ン
フ
ァ
シ
ー
ル

　
一
、
田
中
の
忠
告

　
一
、
高
崎
告
口
、
た
け
を
の
忠
告

　
一
、
山
内
の
忠
告
　
高
崎
の
後
援

　
一
、
古
谷
の
ラ
ブ
問
題
、

　
一
、
イ
ー
ス
タ
ア
の
夜
、
古
谷
と
恋
人
、
自
分
と
Ａ

　
一
、
旅
行
の
準
備

　
一
、
出
発
。

　
　
　
（
三
）
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（
一
）
　Lake G

eorge.
　
（
一
）
　
西
、

　
一
、
い
や
な
手
紙

　
一
、
牧
田
の
追
跡

　
一
、
帰
紐
、

　
一
、
そ
の
夜

　
一
、
ク
レ
ア
モ
ン
ト

　
一
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

　
一
、
仕
事
　
そ
の
他

　
一
、
故
国
よ
り
の
手
紙

　
一
、
相
談

　
一
、
か
え
る
。

　
　
　
（
四
）
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一
、
意
志
の
素
通
を
か
く
、

（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
、
Ａ
の
帰
国

　
一
、
困
乱
　
　
安
積

　
一
、
別
居

　
　
　
（
五
）

　
一
、
親
、
良
人
と
の
い
た
ば
さ
み

　
一
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
神
経
、

　
一
、
作
　
　
衝
突

　
一
、
淋
し
さ
　
　
祖
母
、

　
一
、
引
越
し

　
一
、
生
活
の
不
安
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（
六
）

　
　
〔
欄
外
に
〕
ナ
ス
　
ア
サ
カ
　
西
村
　
ま
り
も

　
一
、
鎌
倉

　
一
、
帰
京

　
一
、
落
付
こ
う
と
す
る
傾
向

　
一
、
失
敗
、
　
苦
悶
　
　
絶
望

　
一
、
安
積
、

　
一
、
朝

　
二
、
箱
を
持
っ
て
来
た
時

　
三
、
夜
　night nerse.

　
四
、
次
の
朝
の
フ
ン
ガ
イ
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五
、
三
日
四
日
　D

o you like him
? D

o you love him
?
　
六
、
は
っ
き
り
し
て
居
た
意
識

　
七
、
父
の
使
者

　
八
、
段
々
は
っ
き
り
し
て
来
た
日
常 M

iss Jonese D
um

a. 

ひ
る
ね
、
夜
、
七
時
戸
の knock 

彼
。

　
九
、
父
の
恢
復
、
始
め
て
の
来
訪
、
父
と
佃
と
を
並
べ
て
見
る
感
情
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
、

　
　
〔
七
、
八
、
九
の
欄
外
に
〕
佃
に
対
す
る
感
情
の
説
明

　
十
、
日
光
浴
室
、
三
十
一
日
の
晩
、N

ew
 year 

八
日
退
院
、
九
日
の
朝
の
散
歩
。
父
上
の
帽
子
、

　
十
一
、
佃
に
リ
デ
ム
プ
シ
ョ
ン
を
見
せ
ら
れ
、
日
本
飯
に
よ
ば
る
。
父
と B

eltt vosal 

を
見
る
。
受
け

　
　
か
た
。

　
　
夜
父
の
留
守
佃
と
話
す
。

　
十
二
、
始
め
て
の
朝
の
感
情
、
ホ
ィ
テ
ア
に
行
く
、
父
と
一
緒
に
。
父
の
間
の
抜
け
た
可
笑
し
い
質
問

　
十
三
、
ホ
テ
ル
で
三
人
で
食
事
を
し
、
夜
は
父
の
パ
ッ
キ
ン
グ
を
手
伝
う
。
三
人
で
ホ
ィ
テ
ア
に
か
え

　
　
る
。

　
十
四
、
父
帰
国
、
淋
し
さ
を
感
じ
な
か
っ
た
自
分
。
（
瞬
間
は
。
然
し
佃
が
自
分
を
送
っ
て
来
よ
う
と

　
　
す
る
の
を
断
り
独
り
で
、H

all 

に
か
え
る
。
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一
、
ホ
ィ
テ
ィ
ア
　
ホ
ー
ル
で
の
朝
、
学
校 avery

　
一
、avery 

で
見
る
佃
の
後
姿
、
佃
、
ワ
ー
レ
ス
・
ロ
ッ
ジ
に
行
く
。
留
守
、
夜
伸
子
の
部
屋
で
女
性

　
　
三
人
の
話
。
佃
か
ら
の
電
話
。M

iss C
aulfield 

が
、
彼
は good reputation 

を
持
た
な
い
と
い
う
。

　
　
数
日
後
の
初
雪
。
自
分
菓
子
を
買
い
、
佃
と
和
田
に
あ
げ
る
。
数
日
後
高
垣
氏
と
三
人
で
パ
リ
セ
ー

　
　
ド
に
ゆ
く
。
オ
ペ
ラ
を
断
っ
た
こ
と
。
あ
の
鬼
婆
の
こ
と
。

　
一
、
眠
ら
ぬ
夜
、
決
心

　
一
、
小
雨
降
る
日
（
二
月
二
十
六
日
）
和
田
と
買
い
も
の
に
出
か
け
、
リ
ボ
ン
、
ダ
ッ
ク
そ
の
他
、
夜
、

　
　
セ
ミ
ナ
ー
に
ゆ
き
万
一
自
分
が
結
婚
す
れ
ば
Ａ
と
よ
り
し
な
い
こ
と
を
話
す
。
グ
ラ
ン
ト Tom

b 

の

　
　
囲
り
を
、
幾
度
も
幾
度
も
歩
き
、
そ
の
結
婚
に
必
要
な
条
件
に
つ
い
て
話
す
。

　
一
、
三
月
に
な
り
、
春
と
冬
と
の
入
れ
換
り
、
降
雪
が
あ
る
か
と
思
う
と
、
二
三
日
後
は
、
霧
の
濃
い

　
　
亢
奮
す
る
日
、
や
が
て
激
し
く
風
の
吹
く
、
乾
い
た
日
が
来
る
。

　
　
雪
が
朝
降
っ
て
は
れ
た
午
後
、
若
松
に
野
中
夫
人
に
よ
ば
れ
た
か
え
り
、M

iss 

コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル

　
　
ド
に
よ
り
、
佃
の
こ
と
を
話
し
て
し
ま
う
。

　
　
土
曜
日
ダ
ニ
エ
ル
に
会
い
、
和
田
が
話
し
た
と
い
う
私
の
こ
と
を
自
分
で
話
す
。
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○
日
曜
、
ミ
ス
　
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
を
誘
っ
て M

rs Sho 

の
と
こ
ろ
に
ゆ
き
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
ク

　
　
ラ
ブ
に
ゆ
く
。
か
え
り
に
ベ
ル
ギ
ー
人
の
女
と
四
人
で M

iss C
aulfield 

の
と
こ
ろ
ま
で
か
え
る
。

　
　
彼
女
の
意
地
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　N

ew
 Y

ork V
ictory D

ay.

　
　
　
　
　
　
　
　
│

　
○
中
西
と
の
話
。
南
が
来
る
。
（
忠
告
）
佃
の
模
子
の
変
っ
て
居
る
こ
と
。

　
　
〔
欄
外
に
〕Easter
森
田
、
岩
本
散
歩
　
或
日
曜
後
藤
避
暑
の
話
、
ミ
ス
　
ダ
ニ
エ
ル
　
決
心
、
出

　
　
立
。

　
○
徳
山
が
南
と
の
婚
約
を
破
っ
た
と
の
話
、
そ
れ
に
も M

iss 

が
関
係
し
て
居
る
と
の
こ
と
。M

iss C
a

　
　ulfield 

に
つ
い
て
の
考
、
徹
夜
、

　
○
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
暫
く
会
わ
な
い
と
い
う
手
紙
を
書
い
て
絶
交
す
る
。

　
○
イ
ー
ス
タ
ー
後
、
春
、
殆
ど
初
夏
の
五
月
　
鶴
見
氏
と
の
交
際
　
河
合
、
ハ
ザ
ノ
ブ
ウ
ィ
ッ
チ
。
学

　
　
校
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ダ
ン
ス
。
静
け
さ
を
求
め
あ
こ
が
れ
る
心
持
劇
し
い
。

　
　
五
月
二
十
日 Lake G

eorge 

に
立
つ
。

　Lake G
eorge 

で
。
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○
店
主
に
書
い
た
手
紙
　
　
佃
が
そ
れ
を
自
分
に
見
せ
た
と
す
れ
ば
悪
意
が
あ
る
の
で
な
い
こ
と
は
明

　
　
だ
。
彼
の
う
ち
に
自
覚
せ
ず
こ
の
よ
う
な
文
句
を
書
か
せ
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
伸
子
は
、
或
人
の

　
　
お
で
き
が
自
分
に
悪
感
を
催
さ
せ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
其
人
に
悪
意
が
な
い
以
上
と
が
め
ら
れ
な
い
、

　
　
気
の
毒
さ
を
感
じ
た
。

　
○
佃
が
、
下
の
賑
や
か
な
笑
い
声
を
叱
っ
た
こ
と
。

　
○
札
を
下
げ
た
こ
と
。

　
○
西
君
が
水
に
溺
れ
か
か
っ
た
と
き
、
彼
に
親
切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
気
ま
ず
く
感
じ
た
こ
と
。

　
○
店
で
も
の
を
売
る
と
き
　
彼
が
叱
っ
た
と
き

　
一
、
家
（
再
び
見
る
）
家
族
の
感
情
。
周
囲
（
女
、
姙
娠
と
い
う
こ
と
）

　
　
部
屋
。
蔵
前
の
。
雪
げ
の
日
、
ス
エ
子
と
遊
ん
だ
こ
と
。
遊
び
乍
ら
の
夢
想
。

　
一
、
Ａ
の
帰
国

　
　
Ａ
の
田
舎

　
一
、
困
乱
、
安
積
（
祖
母
。
い
や
な
周
囲
）
Ａ
、
田
舎
へ
再
び
ゆ
く
。
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一
、
家
さ
が
し
、

　
一
、
別
居
生
活
、
不
な
れ
な
生
活
か
ら
来
る
ヒ
ス
テ
リ
ー

　
一
、
作
、
Ａ
の
仕
事
、
衝
突
、
淋
し
い
暮
、
祖
母
、

　
一
、
引
越
し
。
そ
の
た
め
の
不
快
。
Ａ
の
父
上
京
、
Ａ
の
わ
る
い
態
度
、
自
分
の
往
復
、
Ａ
と
自
分
と

　
　
の
生
活
の
不
安
の
芽
。

　
一
、
Ａ
の
帰
国
に
対
す
る
自
分
の
心
持
、
ス
リ
ッ
パ
ア
、
着
物

　
一
、
か
え
っ
た
日
　
夜
、
あ
の
心
持
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　

　
一
、
何
と
な
い
皆
と
の
不
調
和
、
彼
の
引
こ
み
、
食
卓
に
来
る
お
そ
さ
、
ひ
る
ま
片
づ
け
の
こ
と
、
本

　
　
田
の
道
ち
ゃ
ん
の
来
た
夜
、

　
一
、
自
分
仕
事
を
し
た
い
　
出
来
ず
、
国
男
と
銀
座
で
会
っ
た
日
の
衝
突
。
三
土
会
の
こ
と
、
い
ろ
い

　
　
ろ
不
安
を
感
じ
る
。
母
の
言
葉
。

〔
欄
外
に
〕
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Ｋ
と
資
生
堂
の
こ
と
。

　
　
片
づ
け
の
こ
と
。
三
土
会
の
こ
と
。

　
　
次
第
に
母
の
感
情
悪
化
す
る
。
　
　
風
呂
の
こ
と
。

　
　
　
∥

　
　
　
か
す
か
な
嫉
妬
、
不
快
さ

　
　
　
Ａ
の
態
度
の
自
信
ナ
サ

　
　
　
∥

　
　
　
自
分
の
其
等
に
対
す
る
態
度
の
子
供
ら
し
さ

　
一
、
安
積

　
　
忘
れ
た
筋
書
。
Ａ
ノ
ー
ト
を
入
れ
て
よ
こ
さ
ず
。

　
一
、
か
え
る
、
も
う
七
月
。
下
旬
両
親
と
の
衝
突
　
養
子
問
題
。
自
分
こ
と
わ
る
。

〔
欄
外
に
〕
母
の
腫
物

　
一
、
家
さ
が
し

　
一
、
九
月
三
日
林
町
か
ら
引
越
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
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一
、
生
活
に
馴
れ
な
い
不
安
、
有
尾
の
家
、
隠
居
所
の
こ
と
。

　
一
、
そ
れ
等
の
間
に
も
雲
が
切
れ
た
よ
う
に
親
子
の
情
は
動
く
。
対
話
、
母
の
父
に
対
す
る
感
情
等
、

　
一
、
翌
年
五
月
　
又
安
積
、
会
田
　
祖
母
。
Ａ
よ
り
の
手
紙
そ
の
他

　
一
、
夏
、
福
井
、
あ
の
家
、
二
階
　
仕
事
（
我
に
叛
く
）
盆
踊
。
渡
辺
。
な
ま
ず
と
り
。
急
な
帰
京

　
一
、
作
に
つ
い
て
の
衝
突
、
あ
の
夜
、
西
洋
間
、
父

　
　
自
分
の
さ
っ
ぱ
り
さ
と
淋
し
さ
、

　
○
会
田
さ
ん
来
（
十
一
月
二
日
）
ス
エ
子
と
、
林
町
の
こ
と
を
云
っ
て
涙
を
こ
ぼ
す
。

　
○
翌
々
日
祖
母
、
（
糸
織
の
被
布
、
ク
リ
ッ
プ
、
）
金
、
八
十
の
祝
、
（
十
九
日
）
林
町
に
む
り
や
り

　
　
引
っ
ぱ
っ
て
ゆ
く
。

　
一
、
青
山
へ
の
引
越
し
、
そ
の
た
め
の
感
情

　
一
、
そ
の
大
晦
日

　
一
、
春
　
三
月
　
福
井
よ
り
老
父
来
、
自
分
の
心
持
。

　
　
前
後
の
い
き
さ
つ
、
Ａ
、
「
今
月
は
伸
子
が
二
つ
も
三
つ
も
小
説
を
書
い
た
か
ら
大
変
や
り
く
り
に

　
　
都
合
が
い
い
」

　
　
三
宅
坂
、
赤
坂
見
つ
け
の
桜
　
大
正
博
覧
会 Prince of W

ells
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
八
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1981
（
昭
和56

）
年5

月30

日
初
版
発
行

　
　
　1986
（
昭
和61

）
年3

月20

日
第2

版
第1

刷
発
行

初
出
：
同
上

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
磐
余
彦

2004

年2

月15

日
作
成

2004

年5

月25

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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